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議第８５号

   各務原市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

 各務原市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のように

定めるものとする。

  令和２年１１月２５日提出

                   各務原市長  浅 野 健 司     

提案理由

 常勤の特別職職員の期末手当の支給割合を改めるため、この条例を定めようとする。
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各務原市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

第１条 各務原市常勤の特別職職員の給与に関する条例（昭和３８年条例第２７号）

の一部を次のように改正する。

  第５条第２項中「１００分の２２５」を「１００分の２２０」に改める。

第２条 各務原市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。

  第５条第２項中「１００分の２２０」を「１００分の２２２．５」に改める。

附 則

 この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、令和３年４月１日

から施行する。
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議第８６号 

各務原市職員の給与に関する条例及び各務原市一般職の任期付職員の採用等に

関する条例の一部を改正する条例について 

 各務原市職員の給与に関する条例及び各務原市一般職の任期付職員の採用等に関す

る条例の一部を改正する条例を次のように定めるものとする。 

  令和２年１１月２５日提出 

                   各務原市長  浅 野 健 司      

提案理由 

 常勤の一般職職員の期末手当の支給割合を改めるため、この条例を定めようとする。 
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各務原市職員の給与に関する条例及び各務原市一般職の任期付職員の採用等に

関する条例の一部を改正する条例 

 （各務原市職員の給与に関する条例の一部改正） 

第１条 各務原市職員の給与に関する条例（昭和３８年条例第７０号）の一部を次の

ように改正する。 

第２２条第２項及び第３項中「１００分の１３０」を「１００分の１２５」に、

「１００分の１１０」を「１００分の１０５」に改める。 

第２条 各務原市職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

第２２条第２項及び第３項中「１００分の１２５」を「１００分の１２７．５」

に、「１００分の１０５」を「１００分の１０７．５」に改める。 

（各務原市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正） 

第３条 各務原市一般職の任期付職員の採用等に関する条例（平成１８年条例第５号）

の一部を次のように改正する。 

第９条第２項中「１００分の１３０」を「１００分の１２５」に、「１００分の

１７０」を「１００分の１６５」に改める。 

第４条 各務原市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を次のように改正

する。 

第９条第２項中「１００分の１２５」を「１００分の１２７．５」に、「１００

分の１６５」を「１００分の１６７．５」に改める。 

 附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条及び第４条並びに附則第３

項の規定は、令和３年４月１日から施行する。

 （各務原市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正）

２ 各務原市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（令和元年条例第６

号）の一部を次のように改正する。

  附則第２項中「１００分の１３０」を「１００分の１２５」に改める。

３ 各務原市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を次のように

改正する。

  附則第２項中「１００分の１２５」を「１００分の１２７．５」に改める。
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議第８７号 

   各務原市火災予防条例の一部を改正する条例について 

 各務原市火災予防条例の一部を改正する条例を次のように定めるものとする。 

  令和２年１１月２５日提出 

                   各務原市長  浅 野 健 司      

提案理由 

 急速充電設備の位置、構造及び管理に関する基準を改めるため、この条例を定めよ

うとする。 
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各務原市火災予防条例の一部を改正する条例 

各務原市火災予防条例（昭和３８年条例第４８号）の一部を次のように改正する。 

第８条の３第１項中「第４４条第１０号」を「第４４条第１１号」に改める。

第１１条の２第１項中「変圧して、」の次に「電気自動車等（」を、「原動機付自

転車をいう」の次に「。第１２号において同じ。）をいう」を加え、「５０キロワッ

ト」を「２００キロワット」に改め、同項中第１４号を第１８号とし、第１３号を第

１７号とし、第１２号イ後段を削り、同号に次のように加える。 

ウ 温度の異常を自動的に検知する構造とし、異常な高温又は低温を検知した場

合には、急速充電設備を自動的に停止させること。 

エ 制御機能の異常を自動的に検知する構造とし、制御機能の異常を検知した場

合には、急速充電設備を自動的に停止させること。 

第１１条の２第１項中第１２号を第１６号とし、第１１号を第１２号とし、同号の

次に次の３号を加える。 

（１３）コネクター（充電用ケーブルを電気自動車等に接続するための部分をいう。

以下この号において同じ。）について、操作に伴う不時の落下を防止する措置を

講ずること。ただし、コネクターに十分な強度を有するものにあっては、この限

りでない。 

（１４）充電用ケーブルを冷却するため液体を用いるものにあっては、当該液体が漏

れた場合に、漏れた液体が内部基板等の機器に影響を与えない構造とすること。

また、充電用ケーブルを冷却するために用いる液体の流量及び温度の異常を自動

的に検知する構造とし、当該液体の流量又は温度の異常を検知した場合には、急

速充電設備を自動的に停止させる措置を講ずること。 

（１５）複数の充電用ケーブルを有し、複数の電気自動車等に同時に充電する機能を

有するものにあっては、出力の切替えに係る開閉器の異常を自動的に検知する構

造とし、当該開閉器の異常を検知した場合には、急速充電設備を自動的に停止さ

せる措置を講ずること。 

第１１条の２第１項中第１０号を第１１号とし、第７号から第９号までを１号ずつ

繰り下げ、同項第６号中「電気を動力源とする自動車等」を「電気自動車等」に改め、

同号を同項第７号とし、同項第５号中「電気を動力源とする自動車等」を「電気自動

車等」に改め、同号を同項第６号とし、同項第４号中「電気を動力源とする自動車等」

を「電気自動車等」に改め、同号を同項第５号とし、同項中第３号を第４号とし、第
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２号を第３号とし、第１号を第２号とし、同項に第１号として次の１号を加える。 

（１）急速充電設備（全出力５０キロワット以下のもの及び消防署長が認める延焼を

防止するための措置が講じられているものを除く。）を屋外に設ける場合にあっ

ては、建築物から３メートル以上の距離を保つこと。ただし、不燃材料で造り、

又は覆われた外壁で開口部のないものに面するときは、この限りでない。 

第１７条の見出し及び同条中「充てんする」を「充 する」に改め、同条第９号中

「充てん又は」を「充 又は」に改め、同号オ中「充てん」を「充 」に改める。 

第４４条第１４号中「充てんする」を「充 する」に改め、同号を同条第１５号と

し、同条中第１３号を第１４号とし、第１０号から第１２号までを１号ずつ繰り下げ、

第９号の次に次の１号を加える。 

（１０）急速充電設備（全出力５０キロワット以下のものを除く。） 

   附 則 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この条例の施行の際現に設置され、又は設置の工事がされている改正後の第１１

条の２第１項に規定する急速充電設備に係る位置、構造及び管理に関する基準の適

用については、なお従前の例による。 
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議第８８号 

   各務原市小口融資条例の一部を改正する条例について 

 各務原市小口融資条例の一部を改正する条例を次のように定めるものとする。 

  令和２年１１月２５日提出 

                   各務原市長  浅 野 健 司      

提案理由 

 地方税法の一部改正に伴い、関係規定を整備するため、この条例を定めようとする。 
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   各務原市小口融資条例の一部を改正する条例 

 各務原市小口融資条例（昭和５４年条例第１６号）の一部を次のように改正する。 

第４条第３号中「寡夫控除額」を「ひとり親控除額」に改める。 

附 則

１ この条例は、令和３年１月１日から施行する。

２ 改正後の各務原市小口融資条例の規定は、令和３年度以後の年度分の市民税によ

り申込人の資格を判定するものについて適用し、令和２年度分までの市民税により

申込人の資格を判定するものについては、なお従前の例による。
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議第８９号 

   各務原市放課後児童健全育成事業の実施に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

 各務原市放課後児童健全育成事業の実施に関する条例の一部を改正する条例を次の

ように定めるものとする。 

  令和２年１１月２５日提出 

                   各務原市長  浅 野 健 司      

提案理由 

 地方税法の一部改正に伴い、関係規定を整備するため、この条例を定めようとする。 
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   各務原市放課後児童健全育成事業の実施に関する条例の一部を改正する条例 

 各務原市放課後児童健全育成事業の実施に関する条例（平成２８年条例第４６号）

の一部を次のように改正する。 

第１０条第２項中「（婚姻歴のない母又は父が寡婦（寡夫）控除の適用を受ける者

とみなした場合に市町村民税が非課税となる世帯を含む。）」を削る。 

附 則

１ この条例は、令和３年１月１日から施行する。

２ 改正後の各務原市放課後児童健全育成事業の実施に関する条例の規定は、令和４

年４月１日以後の放課後児童健全育成事業の利用に係る利用料の減額について適用

し、同日前の放課後児童健全育成事業の利用に係る利用料の減額については、なお

従前の例による。
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議第９０号 

   各務原市体育施設条例の一部を改正する条例について 

 各務原市体育施設条例の一部を改正する条例を次のように定めるものとする。 

  令和２年１１月２５日提出 

                   各務原市長  浅 野 健 司      

提案理由 

弓道場を移転し、その使用料を定める等のため、この条例を定めようとする。 
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   各務原市体育施設条例の一部を改正する条例 

 各務原市体育施設条例（平成元年条例第６号）の一部を次のように改正する。 

 第２条の表各務原市川島スポーツ公園プールの項を削り、同表各務原市弓道場の項 

 「

中 各務原市鵜沼三ツ池町５丁目２２８番地  を 

   」

「

各務原市各務山の前町２丁目８５番地１  に改める。 

  」 

第２条の２を次のように改める。 

（休館日及び使用時間） 

第２条の２ 体育施設の休館日は、１２月２９日から翌年１月３日までの日とする。 

２ 体育施設の使用時間は、別表第１に定めるとおりとする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、教育委員会が特に必要があると認めるときは、休館

日を変更し、臨時に休館し、又は使用時間を変更することができる。 

別表第１を次のように改める。 

別表第１（第２条の２関係） 

名称 使用時間 

各務原市総合体育館 午前９時から午後１０時まで 

各務原市那加地区体育館 

各務原市稲羽地区体育館 

各務原市鵜沼地区体育館 

各務原市鵜沼西地区体育館 

各務原市蘇原地区体育館 

各務原スポーツ広場 午前７時から午後１０時まで 

各務野スポーツの森テニスコート 

各務原市川島スポーツ公園テニスコート午前７時から午後７時まで 

各務原市川島スポーツ公園野球場 

各務原市民球場 

各務原市飛鳥球場 

各務原市川島スポーツ公園多目的グラウ

ンド 

各務原勤労者総合グラウンド 午前７時から午後１０時まで 

各務原市弓道場 午前９時から午後１０時まで 

各務原市総合運動公園 午前７時から午後７時まで（ただし、キ

ャンプ場は、終日） 

各務原市川島小網堤外グラウンド 午前７時から午後７時まで 

 別表第７各務原市川島スポーツ公園プールの部を削り、同表各務原市川島スポーツ
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市弓道場の部を次のように改める。 

各務原市弓道場 専用使用 一般 １時間 ３，０００円

高校生以下 １時間 １，５００円

個人使用 一般 １人１回 ３００円

回数券（１１枚

つづり） 

３，０００円

高校生以下 １人１回 １５０円

回数券（１１枚

つづり） 

１，５００円

別表第７備考中第３号を第４号とし、第２号の次に次の１号を加える。 

３ 各務原市弓道場において、夜間照明を使用する場合の使用料の額は、この表

に定める使用料の額に、専用使用の場合は１時間につき５００円を、個人使用

の場合は１人１回につき５０円を加算した額とする。 

別表第７備考に次の１号を加える。 

５ この表において「専用使用」とは、教育委員会が認めた競技会、大会等又は

学校の部活動において施設を独占して使用することをいう。 

附 則 

１ この条例は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める日から施行する。 

（１）第２条の表各務原市川島スポーツ公園プールの項を削る改正規定、第２条の２

及び別表第１の改正規定並びに別表第７各務原市川島スポーツ公園プールの部を

削る改正規定 公布の日 

（２）第２条の表各務原市弓道場の項及び別表第７各務原市弓道場の部の改正規定、

同表備考中第３号を第４号とし、第２号の次に１号を加える改正規定並びに同表

備考に１号を加える改正規定並びに次項の規定 令和３年１月３１日 

（３）別表第７各務原市川島スポーツ公園テニスコートの部の改正規定及び附則第３

項の規定 令和３年４月１日 

２ 前項第２号に掲げる規定による改正後の別表第７の規定は、同号に掲げる規定の

施行の日以後の使用に係る使用料について適用し、同日前の使用に係る使用料に

 「   「

公園テニスコートの部中

 ４００円 

を

 ５００円  

に改め、同表各務原
 ２００円  ２５０円 

 １，６００円  ２，０００円 

８００円 １，０００円

   」   」 
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ついては、なお従前の例による。 

３ 附則第１項第３号に掲げる規定による改正後の別表第７の規定は、同号に掲げる

規定の施行の日以後の使用に係る使用料について適用し、同日前の使用に係る使

用料については、なお従前の例による。 
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議第９１号 

   各務原市指定金融機関の指定について 

 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６８条第２項の規定により、令

和３年４月１日から各務原市指定金融機関に次の金融機関を指定する。 

  令和２年１１月２５日提出 

                   各務原市長  浅 野 健 司      

 株式会社大垣共立銀行 
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議第９２号 

   工事請負契約の締結について 

 次のとおり工事請負契約を締結するものとする。 

  令和２年１１月２５日提出 

                   各務原市長  浅 野 健 司      

１ 契約の目的   クリーンセンター外壁等改修工事 

２ 契約の方法   一般競争入札 

３ 契約の金額   １８０，４００，０００円 

４ 契約の相手方  各務原市蘇原興亜町１丁目２番地 

天龍・大竹特定建設工事共同企業体 

代表者 各務原市蘇原興亜町１丁目２番地 

                 天龍建設株式会社 

代表取締役 八 木 重 喜 

            構成員 各務原市鵜沼南町７丁目１７３番地 

                 株式会社大竹建設工業所 

                  代表取締役 大 竹 恭 一 
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18

 資料 

 施工箇所

管理棟

車庫棟

処理棟

管理棟



議第９３号

   公の施設の指定管理者の指定について

 次のとおり公の施設の指定管理者を指定するものとする。

  令和２年１１月２５日提出

                   各務原市長  浅 野 健 司     

１ 指定管理者に管理を行わせようとする公の施設の名称

   各務原市鵜沼西町交流館

２ 指定管理者となる団体の名称

   各務原市鵜沼西町１丁目９３１番地

    鵜沼西町自治会連合会

     会長 東 洞 孝 平

３ 指定の期間

   令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで
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議第９４号 

   公の施設の指定管理者の指定について 

 次のとおり公の施設の指定管理者を指定するものとする。 

  令和２年１１月２５日提出 

                   各務原市長  浅 野 健 司      

１ 指定管理者に管理を行わせようとする公の施設の名称 

   学びの森駐車場 

   図書館前駐車場 

   市民公園通り駐車場 

   ＪＲ那加駅前駐車場 

   市民公園駐車場 

   市民公園北駐車場 

   総合福祉会館駐車場 

   産業文化センター駐車場 

２ 指定管理者となる団体の名称 

   愛知県名古屋市中村区名駅南２丁目１４番１９号 

    名鉄協商株式会社 

     代表取締役 髙 橋 健 治 

３ 指定の期間 

   令和３年６月１日から令和８年５月３１日まで 
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議第９５号

   市道路線の認定について

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第８条第２項の規定により、次のとおり市道

路線を認定するものとする。

  令和２年１１月２５日提出

                   各務原市長  浅 野 健 司     

提案理由

地区計画道路を市道として認定しようとする。

路線名 
起      点 重要な 

経過地 終      点 

市道 

鵜１４１０号線 

各務原市鵜沼各務原町４丁目３３７番１  地先から 

各務原市鵜沼各務原町４丁目３３３番７  地先まで 

市道 

那１１４３号線 

各務原市蘇原花園町１丁目５２番４    地先から 

各務原市蘇原花園町１丁目９番      地先まで 
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1:1500

22

 資料 



1:1500
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 資料 





議第９６号 

   市道路線の認定について 

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第８条第２項の規定により、次のとおり市道

路線を認定するものとする。 

  令和２年１１月２５日提出 

                   各務原市長  浅 野 健 司      

提案理由 

都市計画道路各務原扶桑線の（仮称）新愛岐大橋の取付道路の下部を横断する函渠

を市道として認定しようとする。 

路線名
起      点 重要な

経過地終      点

市道

鵜１４１１号線

各務原市鵜沼大伊木町５丁目７４番１   地先から

各務原市鵜沼大伊木町５丁目７０番５   地先まで
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1:1500

25

 資料 



議第９７号 

   市道路線の廃止及び認定について 

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条第１項及び第８条第２項の規定によ

り、次のとおり市道路線を廃止及び認定するものとする。 

  令和２年１１月２５日提出 

                   各務原市長  浅 野 健 司      

提案理由 

開発行為により設置された道路を市道とするため、それぞれ廃止及び認定しようと

する。 

１ 廃止路線 

路線名 
起      点 重要な

経過地終      点 

市道 

那１１３８号線 

各務原市那加西市場町６丁目８１番１   地先から 

各務原市那加西市場町６丁目８１番５   地先まで 

２ 認定路線 

路線名 
起      点 重要な

経過地終      点 

市道 

那１１３８号線 

各務原市那加西市場町６丁目８１番１   地先から 

各務原市那加西市場町６丁目８３番６   地先まで 
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1:1500

27

 資料 



1:1500
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 資料 



議第９８号

   各務原市教育委員会委員の任命について

 各務原市教育委員会委員に次の者を任命したいので、議会の同意を求める。

  令和２年１１月２５日提出

                   各務原市長  浅 野 健 司     

住  所  愛知県名古屋市西区上名古屋※※※※

氏  名  林 ゆ り

生年月日  昭和４２年※※月※※日

提案理由

 各務原市教育委員会委員青木文子氏の任期が１２月１８日に満了するため、その後

任に林ゆり氏を任命しようとする。
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資 料

林

はやし

 ゆ り 氏  略歴 

                              （５２歳）    

昭和６１年 ３月 名古屋短期大学付属高等学校卒業 

昭和６２年 ４月から 

平成 ２年 ３月まで 
株式会社アールプランニング勤務 

平成 ２年 ４月から 

平成２７年 ３月まで 
岐阜化繊工業株式会社勤務 

平成２７年 ４月から

現  在
岐阜化繊工業株式会社常務取締役 

平成２８年１１月から

令和 元年１０月まで
各務原商工会議所議員（１号議員） 

令和 元年１１月から

現  在
各務原商工会議所議員（２号議員） 

平成２８年１１月から

現  在
各務原商工会議所繊維工業部会副部会長 

平成２９年 ４月から

現  在
各務原商工会議所女性会副会長 
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